
 完全配線レスのセンサネットワークが構築可能

 自社開発の色素増感太陽電池（DSC）を使用
・屋内, 日陰などの低照度下においても高い発電効率

 ＥＨ電源＋１次電池のハイブリッド電源駆動
・ＥＨ電源を優先的に使用

 マルチセンサ内蔵 , 外部センサ拡張可能
・温度, 湿度, 気圧, 照度, 人感（人感は屋内機のみ）

・黒球温度，熱電対，CO2（拡張用 開発中）

 見通し 数km~10 kmの広域なカバーエリア

エネルギーハーベスト（ＥＨ）型
LoRaWANTMセンサノード

特長

エネルギーハーベスト型無線センサシステムの従来型マルチホップ通信モデル
に加え、LoRaWANTM準拠センサノードのラインアップを追加

屋内センサノード

ＥＨユニット

低消費電力，ハイブリッド電源駆動

センサノード単体
FSN-4001LC

一次電池駆動

屋内センサノード

ＥＨユニット結合時
FSN-4001LC

EHユニット：FSN-4001U

ハイブリッド電源駆動

屋外センサノード (IPx4)

FSN-4002L-OD

ハイブリッド電源駆動

屋内、屋外、双方のセンシングに対応

６分間隔送信，ＤＲ３設定時の連続動作時間

良好な電波環境下（再送発生無し）での参考値

照度の目安

半日のオフィス机上程度の照明で，環境発電(EH)のみで一日中動作も可能
昼間の余剰発電分を蓄電し、夜間は蓄電を利用して動作． ※ 通信設定により
照度が不足した際にのみ一次電池を消費．

平均照度 電池寿命

0 lx 2 年

180 lx 7 年

240 lx ＥＨ駆動

平均照度 電池寿命

0 lx 1.5 年

280 lx 6 年

340 lx ＥＨ駆動

オフィス

50 ˙ 300 

lxṊ 200 ˙ 600 

∑ 5,000 

路地

ΤΫ 5,000 ˙ 10,000 
lx

σθ ˙ 100,000 

色素増感
太陽電池
(DSC)

無線出力設定 10mW時 無線出力設定 20mW時



広範囲のエリアカバー

主な仕様

Å LoRaWANTM の名称はSemtech社の商標です ・ LoRa®の名称はSemtech社の登録商標です
Å仕様が変更になる可能性がございます

お問い合わせ先 株式会社フジクラ 総合開発営業部

E-mail :  ask-dsc@jp.fujikura.com

項目
屋内センサノード

(一次電池駆動)
屋内センサノード
(EHユニット付き)

屋外センサノード

型番 FSN-4001LC
FSN-4001LC

EHгИАЕ : FSN-4001U
FSN-4002L-OD

本体サイズ
※突起部含まず

97 (W) ˷70 (H) ˷23mm (D) 97 (W) ˷100 (H) ˷23mm (D) 135 (W) ˷155 (H) ˷85mm (D)

本体質量 75g 160g 720g

電源 ԁⱳ
МϱУзАЖ ᾛ

ḇ ˴ԁⱳ
МϱУзАЖ ᾛ

ḇ ˴ԁⱳ

使用環境
˲ᴛ ˳-10̆̇50̆
ד˲ ˳20%Rḣ 85̋Rh

̞ ὫʾὫ σΦάρ

˲ᴛ ˳-20̆˙50̆
˲ ˳ IPx4

̞ ὫʾὫ σΦάρ

無線仕様

準拠法 ARIB STD-T108

周波数帯 920.6˙928.0MHz

送信出力 13dBm(20mW)ӟᴞ

LoRaWAN TM 仕様 Class A / v1.0.2

認証方式 OTAA / ABP

データレート DR0˙5 (SF7˙12) / ADR

その他 Ѝϳрзрϼ ЂЪ˔Е

センシング仕様

送信間隔 1˙1440 

標準搭載センサ
ᴛ ʼד ʼ ʼṓӊʼ ḇ
̞ ḇЈрЂψᴒ Л˔Жχϙ

拡張センサ ⁷Ẕᴛ etc.

ペイロード長 7byte/ Ω 11byte

データフォーマット НϱЗз

地点Ａ
1.4km 地点

ṍ
῞

ᴒᵰЛ˔Ж 100%

ᴒ Л˔Ж 100%

地点Ｂ
2.9km 地点

ṍ
῞

ᴒᵰЛ˔Ж 89%

ᴒ Л˔Ж 88%

地点Ｃ
6.9km 地点

ṍ
῞

ᴒᵰЛ˔Ж 100%

ᴒ Л˔Ж 95%

地点Ｄ
4.4km 地点

ṍ
῞

ᴒᵰЛ˔Ж 79%

ᴒ Л˔Ж 83%

LoRa®変調方式により、低消費電力でありながら長距離通信が可能に

千葉県佐倉市周辺におけるフィールドテスト結果 データレート設定：ＤＲ２ (SF10)
出力設定： ２０mW
再送設定： 最大２回定期送信100回分の送信成功率

国土地理院地図に測定点情報を追記して掲載

駅前市街地，やや障害有り

住宅地，やや障害有り 見通し良好

見通し良好


